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令和６年（２０２４年）６月１９日 

子 ど も 文 教 委 員 会 資 料 

子ども教育部子ども・教育政策課 

子ども教育部育成活動推進課 

 

 

児童館モデル事業の実施について 

 

中野区児童館運営・整備推進計画（以下「計画」という。）に基づき、新たな児童

館の運営モデルを確立するため、以下のとおりモデル事業を実施する。 

 

１ モデル事業の概要 

  現在ある１８館の児童館の機能を強化するため、令和７年度以降に順次３つの類

型（基幹型・乳幼児機能強化型・中高生機能強化型）に移行して運営をすることと

している。令和６年度においては、移行に向けた「モデル事業」を実施し、利用ル

ールなどに子どもと子育て家庭の意見を反映しながら新たな児童館の運営モデル

を確立していく。 

 

（１）モデル事業の対象 

城山ふれあいの家（中野１－２０－４） 

朝日が丘児童館（本町２－３２－１４） 

 

（２）モデル事業の開始時期 

  令和６年６月２４日（月曜日） 

 

（３）内容 

①類型ごとの機能強化 

現在ある１８館の児童館は、０歳から１８歳までの子どもと保護者を対象とした

児童福祉施設であり、これまで児童館が果たしてきた機能・役割を基礎とした上で、

類型ごとの機能を強化していく。 

【基幹型】 

 城山ふれあいの家：福祉的課題への対応、子育てに関する相談や情報提供、子育て

支援活動を行う地域団体や個人の活動への支援の実施 

【乳幼児機能強化型】 

 朝日が丘児童館：乳幼児親子向け事業やイベントの充実 

 

 ②開館日の拡充 

  朝日が丘児童館について、毎週月曜日を開館する。（祝日及び年末年始は除く） 

施設名 現行 モデル事業 

城山ふれあいの家 月曜日から土曜日まで 現行から変更なし 

 

朝日が丘児童館 火曜日から土曜日まで 月曜日から土曜日まで 

 



2 
 

 

 ③開館時間の拡充 

  城山ふれあいの家及び朝日が丘児童館ともに、水曜日及び金曜日については開館

時間を１時間延長する。ただし、平日の午後６時以降の利用対象は、原則として乳

幼児親子及び中学生・高校生年代の子どもとする。 

  モデル事業を通じて、午後７時まで開館することによる影響や利用者ニーズ等を

踏まえながら、段階的に延長日の拡充を検討していく。 

 

施設名 区分 現行 モデル事業 

城 山 ふ れ

あいの家 

平日 午前１０時から午後６

時まで 

＜月・火・木曜日＞ 

午前１０時から午後６時まで 

＜水・金曜日＞ 

午前１０時から午後７時まで 

 

土曜日及び

学校休業日 

午前１０時から午後６

時まで 

現行から変更なし 

※水曜日及び金曜日は午後７時

まで開館 

 

朝 日 が 丘

児童館 

平日 午前１０時から午後６

時まで 

 

＜月・火・木曜日＞ 

午前１０時から午後６時まで 

＜水・金曜日＞ 

午前１０時から午後７時まで 

 

土曜日及び

学校休業日 

午前９時から午後５時

まで 

午前１０時から午後６時まで 

※水曜日及び金曜日は午後７時

まで 

 

 

④利用者のニーズを踏まえた運営ルール等の見直し 

  来館者への聴き取りなどのほか WEB によるアンケートを実施し、利用者のニーズ

を踏まえて運営ルール等の見直しを行う。 

 

 

２ 区民への周知広報 

モデル事業の実施による開館日時の変更などをより多くの区民に周知するため、

区ホームページや区報、ＳＮＳ、児童館のおたより等の様々な媒体により広報する。 

 

 

３ 今後の予定 

令和６年度のモデル事業の実施を経て、令和７年度以降は計画に基づく類型に順

次移行していく。 


